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◦表紙の “Glistening water,smiling faces and a comfortable town to live. Masaki.”は
　キャッチフレーズの「水きらめき 笑顔あふれる ライフタウン・まさき」です。

表紙
　8月3日、延べ３万人が訪れた
まさき町夏祭りの一コマ。
　塩屋海岸で行われたはんぎり
競漕。みんな一斉に勢いよくス
タート！　優勝目指して熱き戦
いが繰り広げられました。

   家族のきずな　
　 
　

　西高柳に住む榊山さんファミリー。優しさと笑顔
があふれる家族です。
　「家の仕事もしてくれて助かっている」と少し照れなが
ら春明さんが香織さんのことを話すと、香織さんも「どん
なときも冷静で頼りになる。家の仕事のことも尊敬してい
る」と春明さんのことを話します。
　春汰くんは「優しすぎるくらい」と香織さんが話す面倒
見がいいお兄ちゃん。水泳が得意で、先日行われた伊
予地区の大会では家族の応援に後押しされて、入賞を
果たしました。そんなお兄ちゃんが大好きな香純ちゃんは、
お兄ちゃんの背中の後ろからにっこり笑顔を見せます。妹
ができてからは「小さなお母さん」としても奮闘中です。
　そして、末っ子の香綾ちゃんは「我が家のアイドル」と
話す香織さん。春明さんが膝の上に乗せてあやしてい
たかと思うと、今度は香純ちゃんが抱っこ。すると春汰く
んが走って香綾ちゃんの靴を持ってきて…。香綾ちゃんは
それらに笑顔で応えます。そうして家族も笑顔になって―。
　これからも、榊山さんファミリーの互いを思いやる優し
さは、家族みんなを笑顔にしていきます。
　次回は、春明さんの友人、前田憲昭さん＝西高柳＝
家族をご紹介します。

皆さんから友人知人の家族をリレーで
つないで紹介するコーナーです。お誘
いが来たらぜひ登場してくださいね。
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「
最
後
ま
で
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
を
し
よ
う
と
思
っ
た
」

こ
う
話
す
の
は
土
居
優
人
さ
ん
。

松
山
工
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
を
務
め
て
い
る
。

同
部
は
、
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
挑
ん
だ
―
。

和
歌
山
県
代
表
の
箕
島
高
校
と
の
初
戦
。

７
回
で
は
決
着
が
つ
か
ず
、
延
長
戦
で
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
突
入
。

３
点
を
先
制
さ
れ
、
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
選
手
た
ち
―
。

応
援
し
て
い
た
保
護
者
も
感
じ
た
。

「
も
う
、
だ
め
か
も
し
れ
な
い
」

で
も
、
選
手
た
ち
の
心
は
折
れ
て
い
な
か
っ
た
―
。

最
後
ま
で
、
み
ん
な
で
つ
な
い
で
４
点
を
も
ぎ
取
り
、

「
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー
」を
や
り
抜
い
た
彼
ら
は
、

初
戦
で
大
き
な
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
こ
れ
で
勢
い
づ
い
た
彼
ら
は
、

並
み
居
る
強
豪
を
打
ち
崩
し
、
快
進
撃
を
続
け
る
。

そ
し
て
、
つ
い
に
決
勝
の
舞
台
に
立
つ
の
で
あ
る
―
。

松
前
か
ら
は
ば
た
く

〜
ス
ポ
ー
ツ
で
輝
く
松
前
の
選
手
〜

◦Profile
さかきやま・はるのり　 宮司。趣味はウオーキング。西高柳出身
さかきやま・かおり　会社員。趣味はお菓子作り。岡山県出身
さかきやま・しゅんた　体を動かすことが好きで、水泳が得意。小 6
さかきやま・かすみ　跳び箱が好き。将来の夢は保育士。小 2
さかきやま・かりん　天真らんまんな1歳 8 カ月

（西高柳）

榊山春明さん  香織さん  

春汰くん  香純ちゃん  香綾ちゃん
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新
聞
記
事
を
読
ん
だ
人
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

松
山
工
業
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
高
校
総
体
）
で
、
愛
媛
県

勢
初
の
全
国
制
覇
を
達
成
し
た

の
だ
。

　

で
は
、
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？　

そ
の
原
動
力
に
、

多
く
の
松
前
出
身
の
選
手
が
い

た
こ
と
を
―
。
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
た
主
将
、
準
決
勝
で
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
放
っ
た
選
手
、
決
勝
で
勝

利
を
つ
か
む
決
勝
打
を
放
っ
た
選

手
…
。
多
く
の
松
前
出
身
の
選
手

が
、
全
国
の
舞
台
で
躍
動
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
、
春
の
選
抜
で

敗
れ
た
大
阪
の
興
國
高
校
。「
決

勝
ま
で
い
か
な
け
れ
ば
、
春
の
雪

辱
は
果
た
せ
な
い
―
」
と
、
み
ん

な
で
話
し
て
い
た
高
校
だ
。
そ
の

相
手
も
、
春
の
王
者
を
破
っ
て
の

決
勝
の
舞
台
。
勢
い
の
あ
る
両
者

の
対
決
と
な
っ
た
。

　

試
合
は
３
点
先
制
す
る
も
、
追

い
つ
か
れ
、
再
度
突
き
放
す
も
、

追
い
つ
か
れ
…
両
者
譲
ら
な
い

展
開
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、「
自

分
た
ち
の
プ
レ
ー
」
を
忘
れ
ず
、

日
々
の
厳
し
い
練
習
で
得
た「
粘

り
の
ソ
フ
ト
」
で
力
を
出
し
切

り
、
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ
し

て
、
全
国
制
覇
の
栄
光
を
つ
か
ん

だ
。

　

全
国
制
覇
の
興
奮
も
冷
め
な

い
８
月
18
日
、
県
高
校
男
子
１
・

２
年
生
大
会
が
行
わ
れ
、
同
部
は

見
事
優
勝
を
果
た
し
、
好
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
全
国
大
会
で
の
経

験
、
そ
し
て
、
先
輩
た
ち
の
思
い

を
胸
に
、
山
内
新
主
将
た
ち
の
戦

い
は
続
い
て
い
く
―
。

まさき    ❖    2013-9 4広報2013-9   ❖    広報  まさき5



　

伊
予
農
業
高
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃

部
。
７
月
に
は
、
全
国
高
等
学
校

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会

に
出
場
し
た
同
校
に
も
、
松
前
出

身
の
輝
く
選
手
の
姿
が
あ
っ
た
―
。

　

３
年
生
の
湊
裕
昭
さ
ん
。「
最
後

と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
挑
ん
だ
」

と
い
う
本
大
会
。
入
賞
は
逃
す
も

「
昨
年
よ
り
楽
し
め
た
。こ
れ
か
ら

も
続
け
よ
う
と
考
え
て
い
る
」と

笑
顔
で
話
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
大
会
を
機
に
世

代
交
代
が
行
わ
れ
、
新
部
長
に
任

命
さ
れ
た
の
が
、
林
祐
花
さ
ん
。

「
今
回
の
大
会
は
、壁
を
感
じ
た
大

会
。
来
年
は
み
ん
な
で
入
賞
し
た

い
」と
力
強
く
話
す
と
、「
国
体
予

選
に
出
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」と

目
の
前
に
迫
っ
た
国
体
へ
の
抱
負

を
話
す
の
が
、
同
じ
く
２
年
生
の

二
神
な
ぎ
さ
さ
ん
。
１
年
生
の
池

田
彩
菜
さ
ん
と
、野
本
和
里
さ
ん

も「
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
い
」

「
大
会
で
見
つ
け
た
課
題
を
練
習

し
た
い
」と
決
意
を
新
た
に
、新
世

代
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

練
習
場
が
少
な
く
、
県
外
へ
行

く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
、

大
会
で
の
入
賞
、
そ
し
て
４
年
後

に
迫
っ
た
愛
媛
国
体
で
の
活
躍
を

目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
彼
ら
の

戦
い
は
続
く
。

と
同
カ
ー
ド
と
な
っ
た
決
勝
で
も
、

コ
ー
ト
内
の
選
手
は
み
ん
な
で
守
っ

て
攻
め
、コ
ー
ト
外
の
選
手
も
声
を

上
げ
て
声
援
を
送
り
続
け
た
。そ
し

て
、チ
ー
ム
み
ん
な
で
、四
国
大
会

優
勝
と
い
う
栄
光
を
つ
か
ん
だ
。

　

東
浦
主
将
、早
瀬
副
主
将
、６
番

の
中
村
響
さ
ん
が
中
心
だ
と
い
う

同
部
。個
人
の
能
力
が
高
い
の
も
あ

る
が
、
個
人
技
で
攻
め
て
相
手
を

引
き
つ
け
て
か
ら
の
パ
ス
で
得
点
し

た
り
、相
互
の
連
携
が
必
要
な
ゾ
ー

ン
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
相
手
の
攻
撃
を

抑
え
た
り
す
る
な
ど
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
さ
も
勝
利
の
大
き
な
要
因
。

「
チ
ー
ム
力
で
優
勝
で
き
た
。
普
段

か
ら
み
ん
な
仲
が
良
い
」と
話
す
東

浦
主
将
。「
決
勝
リ
ー
グ
に
出
場
」と

い
う
目
標
を
掲
げ
、チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
、全
国
に
挑
む
。

　
「
チ
ー
ム
力
」が
優
勝
の
要
因
―
。

　

そ
う
力
強
く
話
す
の
は
、東
浦
元

樹
主
将
。松
前
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
を
引
っ
張
る
チ
ー
ム
の
中

心
的
存
在
だ
。

　

昨
年
、県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
で
県
大
会
初
優
勝
を
果
た
し
た
同

部
が
、県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で

も
優
勝
。さ
ら
に
、四
国
中
学
校
総

合
体
育
大
会
で
も
初
優
勝
を
飾
り
、

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

四
国
大
会
で
は
、初
戦
で
早
瀬
陽

介
副
主
将
が
ろ
っ
骨
を
負
傷
す
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
起
き
た
が「
初
戦
は

痛
み
が
あ
っ
た
け
ど
、そ
れ
以
降
は

痛
く
な
か
っ
た
」と
、早
瀬
副
主
将
。

接
戦
と
な
っ
た
準
決
勝
、
県
大
会

　

８
月
11
日
、松
本
芳
典
さ
ん
は
、

そ
の
拳
で
世
界
を
つ
か
む
た
め
タ

イ
に
い
た
―
。
松
前
を
代
表
す
る

空
手
家
の
松
本
さ
ん
は
、日
本
を
代

表
す
る
空
手
家
で
も
あ
る
。

　

５
月
に
開
催
さ
れ
た
全
沖
縄
空

手
道
選
手
権
大
会
。
同
大
会
の
優

勝
者
は
、タ
イ
で
開
催
さ
れ
る
世
界

大
会
へ
の
代
表
権
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
を
聞
い
た
松
本
さ
ん
。「
自
分

の
強
さ
を
試
し
て
み
た
い
―
」そ
の

一
心
で
単
身
沖
縄
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

１
８
６
セ
ン
チ
の
恵
ま
れ
た
体

格
と
鍛
え
抜
か
れ
た
技
を
武
器
に
、

順
当
に
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
る
松

本
さ
ん
。決
勝
の
相
手
は
、前
回
の

世
界
大
会
で
３
位
の
タ
イ
の
選
手

だ
っ
た
。

　

試
合
は
、一
進
一
退
の
攻
防
を
繰

り
返
し
、延
長
戦
へ
。死
力
を
尽
く

し
た
が
、
健
闘
及
ば
ず
判
定
負
け

に
終
わ
っ
た
。
悔
し
い
気
持
ち
で
、

打
ち
ひ
し
が
れ
る
松
本
さ
ん
。そ
こ

に
朗
報
が
飛
び
込
む
。優
勝
者
は
、

す
で
に
タ
イ
代
表
だ
っ
た
た
め
、繰

上
げ
で
世
界
に
挑
戦
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
。「
16
年
前
に
、
空

手
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
の
目
標
だ
っ

た
。本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」

　

や
っ
と
つ
か
ん
だ
チ
ャ
ン
ス
を
無

駄
に
し
ま
い
と
、世
界
大
会
前
は
、

週
４
回
の
練
習
に
加
え
て
、居
残
り

練
習
も
行
い
、と
こ
と
ん
自
分
を
追

い
込
ん
だ
。ま
た
、自
身
が
指
導
す

る「
こ
ど
も
カ
ラ
テ
教
室
」で
、
子

ど
も
た
ち
か
ら「
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
て
ね
」と
激
励
も
受
け
た
。

　
「
絶
対
勝
っ
て
や
る
―
」

　

心
身
と
も
に
充
実
し
た
状
態
で

臨
ん
だ
世
界
大
会
。
世
界
各
国
か

ら
約
30
人
の
空
手
家
が
集
ま
っ
て

い
た
。松
本
さ
ん
も
世
界
の
頂
点
を

目
指
し
奮
闘
。し
か
し
、判
定
に
よ

り
１
回
戦
で
イ
ラ
ン
の
選
手
に
敗

れ
て
し
ま
っ
た
。

　

志
半
ば
で
挑
戦
が
終
わ
り
、
タ

イ
か
ら
戻
っ
て
き
た
松
本
さ
ん
。教

え
子
た
ち
を
前
に
、
こ
う
話
を
切

り
出
し
た
。「
残
念
な
が
ら
一
回
戦

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
も
、

試
合
で
負
け
て
も
負
け
じ
ゃ
な
い
。

こ
こ
で
、腐
っ
て
辞
め
て
し
ま
っ
た

ら
本
当
の
負
け
。こ
こ
か
ら
で
す
。

も
う
一
回
、こ
こ
か
ら
世
界
を
狙
い

ま
す
。み
ん
な
も
頑
張
ろ
う
！
」　

　

子
ど
も
た
ち
と
の
約
束
を
守
る

た
め
に
も
、
自
ら
の
強
さ
を
証
明

す
る
た
め
に
も
、松
本
さ
ん
の
挑
戦

は
、ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。教え子たちから激励を受ける松本さん
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彼らの姿を見ていると、いつしか、

それまで抱かなかった気持ちが生まれます。

「すごい」「自分たちも…」

これらは、新たなはばたきの芽。

松前からはばたく彼らの思いは、

いつしか周りの人に受け継がれていき、

受け継いだ彼らもまた、

はばたいていくことでしょう。

　

今
回
は
、
松
前
か
ら
全
国
、
世

界
へ
は
ば
た
く
選
手
を
追
い
か

け
ま
し
た
。
ど
の
選
手
も
、
素
晴

ら
し
い
戦
績
を
残
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
に
満
足
し

て
い
ま
せ
ん
。
課
題
を
見
つ
け
、

改
善
し
て
、
さ
ら
に
上
を
目
指
そ

う
と
努
力
す
る
姿
は
輝
い
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
彼
ら
に
感
化
さ
れ
る

人
た
ち
―
。
彼
ら
の
姿
は
私
た
ち

を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
彼
ら
の
思
い
は
、
後
輩
を
は

じ
め
元
気
づ
け
ら
れ
た
多
く
の

人
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
特
集
を
見
て「
自
分
も
頑

張
っ
て
み
よ
う
」「
何
か
こ
の
子

た
ち
の
よ
う
に
打
ち
込
め
る
も
の

を
探
そ
う
か
な
」と
思
っ
た
人
は

い
ま
せ
ん
か
？　

そ
の
気
持
ち
が

あ
れ
ば
、
あ
な
た
も
前
に
踏
み
出

せ
る
は
ず
で
す
。
た
と
え
、
そ
れ

が
大
き
な
も
の
で
も
、
小
さ
な
も

の
で
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

思
い
を
持
っ
て
努
力
す
る
こ
と
自

体
に
、
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

は
ば
た
く
は「
実
力
を
つ
け
て
、

広
い
社
会
に
出
て
行
く
」と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。思
い
を
つ
な
い

で
、そ
れ
を
胸
に
努
力
を
重
ね
、あ

な
た
も
は
ば
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

松山工業高等学校男子ソフトボール部１年

脇長丈さん＝徳丸＝　上田郁也さん＝西高柳＝　（写真左から）

　「ワンプレー、ワンプレーに全力で、闘志を感じる」と、先輩

たちの姿を話すのは上田さん。全国大会でピンチランナーとし

てベースに立ったときは「緊張したけれど、楽しかった」と話す

脇長さんとともに「再びあの場所に戻ってきて、プレーをする

こと。そして、先輩たちの分まで頑張って連覇をすること」を目

標にして、2 人は走り始める。

松前中学校男子バスケットボール部１年

坂上航太さん＝新立＝　宮﨑翔さん＝宗意原＝

西村勝也さん＝北黒田＝　（写真左から）

　「先輩たちは、迫力があってすごい。スピードも

速くて」と話す 3 人。まだ、自分たちの代は先の

ことで、「そのときのことは考えられない」。それで

も、全国にはばたく先輩の姿を見て、一緒に練習

をしながら、彼らは、自分たちの思いを育てていく。
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は
ん
ぎ
り
競
漕
の
結
果

個
人
戦

子
ど
も
男
子
の
部

①
池
内
健
人（
岡
田
小
）②
遠
田
峻
祐（
同
）

③
松
本
怜
志（
同
）

子
ど
も
女
子
の
部

①
德
本
捺
美（
北
伊
予
小
）
②
向
井
愛
莉

（
同
）③
町
田
未
来（
同
）

一
般
男
子
の
部

①
相
原
俊
二（
松
前
町
役
場
）②
久
保
貴
章

（
松
前
町
社
協
）③
米
家
悠
介（
松
前
町
役
場
）

一
般
女
子
の
部

①
佐
藤
栞（
東
レ
）②
向
井
優
衣（
Ｂ
Ｂ
☆

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
）③
渡
辺
司（
松
前
町
役
場
）

団
体
戦

①
は
ん
ぎ
り
大
好
き
②
Ｙ
Ｄ
Ａ
♡
Ｋ
Ｓ
８

Ａ
③
岡m

en's

は
ん
ぎ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

男
子
の
部

①
和
田
賢
二（
松
前
消
防
署
）
②
小
立
遼

太（
同
）③
大
内
明（
東
レ
）

女
子
の
部

①
向
井
優
衣（
Ｂ
Ｂ
☆
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
）
②
宇

都
宮
す
み（
松
前
町
役
場
）
③
三
好
夏
子

（
Ｂ
Ｂ
☆
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
）

ま
さ
き
音
頭
の
結
果

①
松
前
町
社
協
②
松
前
町
文
化
協
会
③
エ

ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

殊
勲
賞　

婦
人
会
＆
ボ
ラ
連　

敢
闘
賞　

松
前
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　

仮
装
賞　

①
お
た
た
パ
ン
ダ（
松
前
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）②
富
士
山（
松
前
中
学
校
）③

校
長
先
生（
北
伊
予
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

1_ はんぎりトライアスロン。町の鉄人た
ちが駆け出す　2_ 前夜祭。見事な伊予万
歳を披露　3_「ケガなく、一生懸命やり
抜くことを誓います」　4_ ゴールまでもう
少し。歯を食いしばって、手を伸ばす　
5_ 応援だって一生懸命。仲間の活躍に一
喜一憂する　6_ 転覆までもう少し。歯を
くいしばって、こらえる　7_ スタート前。
一列に並んだはんぎりと真剣な眼差しが、
独特の緊張感を生む　8_「宝探しで貝を
いっぱい見つけたよ」　9_ 体を投げ出す
ようにゴール。思い切りのよさが、ときに
勝敗を分ける　10_「松前えーとこかるた」
を使ったカルタとり大会。誰の手が一番
下？　11_ 義農太鼓。バチと叩き手、そ
して歓声が飛ぶ　12_ アイス、たこ焼き、
いか焼き―。たくさんの出店に人々が行
き交う　13_ 餅・福まき。「いっぱい取るぞ」
　14_ たくさんの有名人？も参加したまさ
き音頭　15_ 歌と踊りが一致する。「みん
な踊ろうよ　輪になって」　16_ よさこい
踊り。初めて見るよさこいに、子どもたち
も一緒になって体験　17_ 延べ３万人が
訪れた夏祭り。花火がフィナーレを飾る

まさき町夏祭り '13

２３

６ ５

４

７

８

10１１

121314

1516

「夏は、涼しい方がよい」
誰もがそう思う。

でも、
夏祭り当日はジリジリと日差しが照りつける、暑い日だった。

そんな中行われた、
はんぎりやまさき音頭。

みんな汗をダラダラ流しながらも、
まるで「暑さ」を「熱さ」へのエネルギーに変えたかのように、

ひたすら走り、漕ぎ、踊り、叫び、そして笑っていた。
だから、

この日、この場所にいた人だけは、こう思う。

「夏祭りだけは、熱い方がよい」

17

9
11
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虫干祭で熱演
徳丸一座

徳丸一座（八城秀樹座長）の第 18 回
公演は 8 月 2 日、虫干祭で人がにぎわう
高
た か お し ひ め

忍日賣神社に設けられた特設舞台で開
かれ、大型時代劇「男の花道　吉良の仁
吉」全三幕を上演しました。

この日のために約 2 カ月の練習を重ね
てきた座員たち。キャストはプロ顔負けの
熱演をし、音響、照明などを担当するスタッ
フは芝居に合わせて舞台を彩り、観衆を
魅了。終了後は、観衆から拍手喝采を浴
びました。

徳丸文化部長は「今後も 19 回、20 回と
（上演を続け）、頑張っていきたい」と話し、

充実感と次に向けての決意に満ちた表情
を見せていました。

㊤仁吉絶命、妻おきくも後
を追って絶命　㊧仁吉は
おきくとの離縁を苦渋の決
断　㊨義兄弟長吉への義
理立てから、命を投げ打っ
て立ち向かう仁吉

　姉妹都市である北海道まつまえ町の児童
10 人が、ふれあい交流事業の一環として、7
月 29 日から 31 日まで本町を訪れました。
　今回初めて顔を合わせた児童たち。松山空
港では、お互い緊張した表情を見せていまし
たが、その後訪れた松山城では、どの児童も
笑顔に。すっかり打ち解けて、楽しいひとと
きを過ごしました。
　2 日目には、両町の児童 19 人で白石勝也町
長を表敬訪問。交流事業や松前町を訪れての
感想などを話し合いました。その後、エミフ
ル MASAKI に移動し、ショッピングと夕食を
満喫。その他、砥部焼絵付け体験、道後散策
などを通じて愛媛の文化に触れ、さまざまな
体験を共有することで、1,500 キロ離れた友
人との絆を深めていました。
　お別れのときには「今回はまつまえの皆さ
んがまさきの暑さを体感したから、今度はま
つまえの寒さを体感したい」とまさきの児童
が話すなど、児童たちは再会を楽しみにして
いました。
　12 月にはまさきの児童が、まつまえ町を訪
れる予定です。

ようこそ松前町へ
まさき・まつまえ姉妹都市ふれあい交流事業

㊧初日の松山城見学。天
守閣に入り、興味津々の
児童たち　㊨ 2 日目に行
った砥部動物園。動物の
足跡をみんなでたどって、
入口へ向かう

㊤庁舎にてみんなで記念
撮影　㊧エミフルでの時
間を楽しむ児童たち　㊨
最終日の松山空港でのお
別れ式。再会を誓って握
手を交わす

Monthly   Topics

卓球で 63 人の男女が熱戦
第 36 回松前町卓球大会

▼ 団体の部　①松前中学Ａ（池田啓悟、米田祐大、竹内尚也、
山下奨斗、関家脩平、向井崇敏）②くまもん（野口英伸、永田
敏治、山本満、大西時子、吉良ひとみ）　

▼男子シングルスＡ　①野口英伸②池田憲俊③西田貴③高
須賀健太　

▼男子シングルスＢ　①池田啓悟②米田祐大③持田新悟③
山下奨斗　

▼ 女子シングルス　①城戸久美子②森本裕美子③佐藤澄子

　第 36 回松前町卓球大会は7月14日、松前公園体育館で開
かれ、4 部門で熱戦が繰り広げられました。結果は次のとお
りです（敬称略）。

　松前町軟式野球大会は７月14日、松前公園多目的広
場で開催され、猛暑の中、10 チームが熱戦を繰り広げま
した。結果は次のとおりです。

優　勝　リアルフリーク
準優勝　ブレイザーズ
　

リアルフリークが優勝
松前町軟式野球大会 町内の 10 人と２団体が受賞

第 52 回交通安全県民大会

知事表彰を受賞した
松前町交通安全指導員の八束さん

本部長感謝状を受賞した
松前町交通安全指導員の日野さん

　交通安全県民大会は7月18日、ひめぎんホールであり、交
通安全協会員ら約 2000人が交通事故のない愛媛を目指し、
飲酒運転の根絶などを誓いました。また、交通安全活動に尽
力した個人・団体の表彰が行われ、本町からは10人、２団体
が受賞しました。受賞者は次のとおりです（敬称略）。
▼知事表彰　<個人 >八束兼福（徳丸）      < 団体 >東レ株式
会社愛媛工場　▼県民総ぐるみ運動愛媛県本部長感謝状　
日野信子（北黒田）　▼県警察本部長・県交通安全協会長連
名表彰　<交通安全功労者 >　石田繁治（北川原）　< 優良
運転者 >　薮下節夫（宗意原）、玉井隆彦（筒井）、武井健二（恵
久美）、川中マサコ（西高柳）　< 優良学校等>　宗意原保育
所　▼四国管区警察局長・四国交通安全協会長連名表彰　
< 優良運転者 >　由井一夫（出作）　▼交通栄誉章緑十字銅
賞　<優良運転者 >　奥田正（北黒田）、門屋正（徳丸）
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Monthly   Topics
まさきの  ecology  生活

半年で 53 キロの生ごみを消滅
「キエーロ」実証実験中間報告

可燃ごみ、埋立ごみの削減
「わたふとん」「小型家電」のリサイクル

◦わたふとん
　家庭で不要になったわたふとんは、1 月から役場と環境プラザで
回収を始めています。初日から多くの「わたふとん」が持ち込まれ、1
月から 6 月までの間に 2,730 ｋｇ回収できました。
◦小型家電
　家庭で不要になった小型家電は、役場ほか町内各所に回収ＢＯＸ
を設置して回収するほか、埋立ごみの中から分別回収し、リサイクル
しています。3月から6月までの 4カ月間に9,796ｋｇ回収できました。
　　　
役場の回収ボックスは庁舎１階ロビーにありますので、今後もご協力
お願いします。

　キエーロは半透明の波板のフタにより、日差しが当たり中に雨が
入らない構造になっているため、通気性が良く、土の表面はサラサ
ラ！　毎日かき混ぜていると、虫の発生や嫌な臭いもありません。
キエーロを使うと、生ごみを水切りせずそのまま投入すれば良いの
で、重い生ごみをごみ集積場所まで出しに行く手間が省けるほか、
今まで出していた可燃ごみの量が削減。可燃ごみ指定袋の大きさも
小さい袋で済むようになるので、家計の負担を減らすことにもつな
がります。
　町では、昨年 11 月から実証実験に取り組み、半年間で約 53 キ
ロの生ごみを投入しました。当初、生ごみの消滅には 2 ～ 3 週間ほ
どかかりました。これは、気温の低い時期に実験を始め、微生物
の動きも悪かったためと思われます。しかし 6 月時点では、５日ほ
どでごみは消滅するようになりました。堆肥の量も増えていません。
ただし、卵の殻などの分解は苦手のようで、消滅するのに時間がか
かっています。
　微生物は生きているため、酸素が必要です。そのため、土を混ぜ
ることが必要になります。忙しいからと手を抜いていると、虫が発
生したり、臭いが出たりすることもありました。キエーロの世話をし
ていると、まるでペットのように感じられるようになり、生ごみ（エサ）
を投入して混ぜるのが楽しくなるのが不思議です。
　11 月まで実験は続きますので、夏から秋にかけての状況について
もレポートします。

キエーロって？
　
　木箱に黒土を入れたもので、その土に
生ごみを埋めておくと、土の中の微生物の
働きにより生ごみが分解されて消滅するコ
ンポストです。

キエーロって？

　松前町漁業協同組合（西村元一組合長）は、
「とるだけの漁業から加工や流通にまで関わる漁

業」を目指し、まさき村（エミフルMASAKI内）で、
ハモやしらすなどの実演販売を始めました。
　実演販売を行っているのは、組合女性部。漁
協事務所＝浜＝のいけすで、生きているハモを
手際良くさばいて加工していきます。「夫が漁に
出てとってきたものを、奥さんが加工する形は
素敵」と女性部の皆さん。加えて「松前でハモ？
　と知らない人も多い。ぜひ一度食べてもらい
たい」と口をそろえます。
　女性部の思いが詰まったハモたちは、まさき
村でも好評です。「ハモは思ったよりあっさりし
ているし、しらすもぷりぷりして新鮮」と、藤井幸

ゆ

里
きり

ちゃん(9)＝北黒田＝も満足そうに話します。
　まさき村にはハモ丼、釜揚げしらす丼をはじ
め、しらすのかき揚げ、ハモの竜田揚げや南蛮
漬けなど幅広いメニューがそろっています。さら
に、干物や真空パックなどの事業拡大を考えて
いる漁協。今後も目が離せません。

新鮮なハモ、しらすを
漁協女性部が実演販売開始

㊤ハモ、しらすを求め、多くの人が訪れる　㊧先ほどまで生きて
いたハモをさばく　㊥加工完了。まさき村をはじめ、伊予市の
業者などにも卸している　㊨幅広いメニューがそろう

夫婦の二人三脚で、

新しい松前ブランドを生み出す

観光物産館内の
松前専用ブースに人にぎわう

　８月中の１カ月間、えひめ愛顔の観
光物産館（松山ロープウェー街）に、
本町のブースが登場しました。本ブー
スには、いりこやちりめんなどの珍味
がずらり
と 並 び、
訪れた観
光客から
好評を得
ていまし
た。

㊧松前の味を買い求める人 　々㊥まさき村
のさくべぇ弁当。さくべぇコロッケが入っている　
㊨漁協の釜揚げしらす丼。すぐに完売

県庁でも好評！
ハモ丼、さくべぇ弁当求め行列

　８月の毎週金曜日に、県庁で漁協、まさき村をはじめとする町内
企業などが弁当、塩パンやスイーツを販売しました。当日は多くの
人が行列を作り、今か今かと待ちわびる姿も。開始とともに売り
切れてしまう商品も出るなど、連日大盛況のうちに終了しました。

ハモ丼

ハモ

しらすせんべい
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まちのわだい
masaki's town news

中川原ひまわり祭り

　中川原の恒例行事「ひまわりまつり」は、ひょ
こたん池公園周辺で開かれました。
　残念ながら、この日はあいにくの雨模様。しかし、
カッパを着たり傘を差したりして、雨にも負けず多
くの人が会場を訪れました。訪れた人たちは、満
開のひまわりを見ながら、ビアガーデンで休んだ
り、特設ステージのフラダンスを観賞したりして暑
い夏の１日を満喫していました。

▼ 7月28日

松前界隈はええとこぞなもし

「ふるさと歴史ロマン講座」は、東公民館で行われ、
60 人ほどが参加しました。

この日は県小中学校長会会長などを務めた山野芳
幸さんが「えひめ松前界隈はええとこぞなもし」と題
して講演を行いました。山野さんは手作りの紙芝居
を使いながら、松前城、おたたさんや句碑など、何
度も取材した松前のパワースポットを紹介しました。
これらをまとめた本が年内に発刊される予定です。

▼ 8月17日

松前の「い～よ」を探して

　テレビ愛媛「ふるさと絶賛バラエティい～よ」
の取材班が、当町を訪れました。
　松前中学校では、お笑い芸人「磁石」の 2 人が
はんぎりを体験。初めて乗る桶に悪戦苦闘し、水
の中に落ちてしまう場面も。身を持って松前の「い
～よ」を体感していました。
　その他にも、徳丸の村芝居などの取材が行われ、
番組は 8 月 10 日に放送されました。

▼ 7月23日

悪質商法から身を守ろう

　本年度 2 回目となる「きたいよシニア大学講演」は、
東公民館で行われ、70 人ほどが参加しました。
　この日は町の消費生活相談員が県出前講座講師と
協力し、悪質商法被害未然防止のため講演を実施。
参加者自身が寸劇に出演したり、クイズに頭を悩ませ
たり、主体的に悪質商法から身を守る術を学んでいま
した。最後には、全員で悪質商法の断り方を復唱。町
から悪質商法を排除するため、意識を高めていました。

▼ 8月6日

地域を守るために

　松前町防災センターで、「消防団震災用救助資機
材配備式」が行われました。
　式では、町内の消防団各 23 班に、震災時にが
れきの中から救助するための、チェーンソーや簡
易担架、スコップなどの資機材が配備されました。
　南海トラフ巨大地震により、震度 7 の強い揺れ
が想定される松前町。いざというときのための備
えが、地域に密着した消防団でも急がれています。

▼ 7月19日

天使の歌声とオーケストラの共演

　「愛媛県少年少女合唱連盟演奏会」は、文化センター
で行われ、県内 11の少年少女合唱団が参加しました。
　演奏会の最初に登場したのは、松前ひまわり少年少
女合唱団。「オペラえひめ」  のオーケストラ演奏にのせて、
天使の歌声を披露しました。同合唱団の智葉未夢さ
ん＝北黒田＝と金子仁美さん＝宗意原＝は、「オペラえ
ひめさんとやるのは初めてだったので緊張したけど、と
ても楽しかったです」と興奮した様子で話していました。

▼ 8月4日

ご先祖様おかえりなさい

永田地区のお盆の行事「百八灯」は、華蔵庵
墓地で行われました。

夕闇せまる 19 時すぎ、子どもたちが百八つの
灯明をともすと、たくさんの人々が墓参りに訪れ
ます。中村麗子さんは、「毎年お墓参りに来てい
ます。お父さんやお母さんを迎えにきました」と
笑顔で話し、道を明るく照らす百八灯を頼りに、
ご先祖様とそろって家路に就いていました。

▼ 8月13日

作兵衛さんの盆踊り復活

　東古泉コミュニティ広場で「盆踊り」が行われました。
　おなじみのまさき音頭に続いて、披露されたの
は義農作兵衛の盆踊り。参加者約 130 人が愛農炎
歌の音に合わせ、鍬を持ったり、俵を担いだりす
る踊りを楽しみました。婦人部が十数年前のビデ
オを頼りに、復活させたこの盆踊り。文化部長の
早瀬啓真さんは、「松前町内で踊られるような定
番になっていけばうれしい」と話していました。

▼ 8月17日
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●定期的な健康診査の重要性

　町民の半数以上の死亡原因である生活習慣病
（平成 23 年データ）。その予防には、定期的な健康

診査が重要です。
　不適切な食習慣、運動不足、喫煙などの不健康
な生活習慣を長年送っていると（下図「生活習慣
病を川の流れに例えると」レベル①）、境界領域を
超えて川を下り出してしまいます。
　その後、メタボリックシンドローム（レベル②）
に到達すると、加速するように進行していき（レ
ベル③）、生活習慣病を発症する段階まで流され
てしまいます（レベル④）。最後は、大きな滝から
落ちて、健康寿命が尽き（レベル⑤）、不健康な生
活が始まってしまいます。

　自分が今、どの段階にいるのか？　
　今月号の広報まさきと一緒に、平成 25 年度総合
健診（追加）申込書を配布しています。健康診査を
定期的に受診し、身体の状態を知っておきましょ
う。この流れを途中で変えることができれば、生
活習慣病の予防につながり、健康寿命を延ばすこ
とができます。健康寿命が延びれば、老後にかか
る医療費を抑えるだけでなく、健康で豊かな老後
を過ごすことができます。

皆さんが安心して医療を受けることができる、国
民健康保険制度。近年、医療費の増加により制度
の存続が危ぶまれています。制度の現状を知り、
私たち一人一人の健康について考えましょう。

●国民健康保険の医療費は高水準で推移

　国民健康保険は、病気やけがをしたとき、安心
して医療を受けられるように、加入者の皆さんが
国民健康保険税を納め、医療にかかる費用をみん
なで支え合う制度です。
　しかし、近年は加入者の高齢化や医療技術の高
度化などで医療費が増大しており（グラフ「医療
費の推移」）、今後もこの傾向が続くと見込まれて
います。
　みんなの健康を支え合うために、医療費抑制に
ご協力ください。

●医療費を抑制するためには

【健康な生活を続ける】
・食事の栄養バランスと摂取量に注意し、適度な
運動を習慣づける

・定期的に健康診査を受け、病気の早期発見・治
療を心掛ける

【医者のかかり方を考える】
・医療機関の掛け持ち受診をやめる
・ジェネリック医薬品へ切り替える
・時間外や休日受診を避ける

みんなの健康を支え合う
国民健康保険

健康で豊かな老後を過ごすために

（万円） 
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【グラフ】医療費の推移 

33.8 33.6 33.4
35.8 35.4

27.0 26.8 22.3 26.6 23.1 28.424.5 27.926.4

（億円） 

16 17 18 19 20 21 22 23 24

■ 1 人当たりの医療費　■医療費総額　（松前町）

レベル②

肥満や高血糖、高血圧、脂質異常などのリスク出現

※この段階で川の流れから逃れられるかが、最大の

レベル①

不健康な生活習慣を続けていると…

レベル③

リスクが重なり、気づかぬ間にどんどん進行

ポイントです。

レベル④

脳梗塞や心筋梗塞などの病気が発症

レベル⑤

認知症や半身の麻痺など介護が必要な状態に厚生労働省生活習慣病対策室資料をもとに作成

【表１】医療費総額（24 年度） 

件数 医療費 保険者負担額 本人負担額
127,556 件 27 億 8,557 万円 20 億 3,161万円 7 億 5,396 万円

【表 2】町民 1 人当たりの医療費（24 年度） 

１人当たり医療費 前年比
35 万 3,723 円 - 1.2％

「健康寿命」
　健康で支障なく日常生活を送ることができる期間のこと。
健康寿命を過ぎて、平均寿命が訪れるまでの期間（男性：約
70 歳から約 9 年間、女性：約 74 歳から約 13 年間）は不健康
となり、医療費が増加します。

生活習慣病を川の流れに例えると

問保険課医療保険係   ☎ 985-4107

29.7 29.9 31.0
33.0

（年度） 
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７
月
１
日
よ
り

専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

◦
専
業
主
婦
（
夫
）
の
年
金
（
第
３
号

被
保
険
者
）
っ
て
？

　

会
社
員
や
公
務
員（
第
２
号
被
保
険
者
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
と
な
る
た
め
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
会
社
員
の
夫
が
退
職
し
た
場
合

や
専
業
主
婦
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き

な
ど
は
、
変
更
手
続
き
（
第
３
号
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え
）
を
し
て

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
る
と
、２
年
以

上
前
の
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
た
め
、

保
険
料
の「
未
納
期
間
」が
発
生
し
ま
す
。

◦
今
回
の
改
正
に
よ
り
…

　

手
続
き
を
行
う
こ
と
で「
未
納
期
間
」

を
「
受
給
資
格
期
間
」
に
含
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期

間
が
足
り
ず
年
金
が
受
給
で
き
な
か
っ

た
人
が
、
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
来
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料
を
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
最
大
10
年
分
）。

◦
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
…

　

老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
増
え
ま
す
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

　

松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

　

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
は
、知
事

が
任
命
し
た
調
査
員
が
９
月
下
旬
に
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、調
査

票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
を
統
計
の
作
成
以
外
の
目
的

に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
財
政
課
統
計
電
算
係　

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

　

10
月
１
日
に
５
年
に
一
度
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、全
国
の
約
３
５
０
万
の

世
帯
が
対
象
と
な
る
、住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。調
査
結

果
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、耐

震
や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の
策

定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

～
住
ま
い
か
ら
　
描
く
日
本
の
　
未
来
地
図
～

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

◦「
下
水
道
の
日
」の
由
来

　

下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、
昭
和

36
年
に「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と

し
て
始
ま
り
、
平
成
13
年
に
は「
下
水

道
の
日
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
下
水

道
の
役
割
の
一
つ
が
浸
水
対
策
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
時

期
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◦
松
前
町
の
下
水
道

　

平
成
14
年
度
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
、
筒
井
・
浜
・
南
黒
田
・

北
黒
田
・
西
古
泉
の
一
部
地
区
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◦
下
水
道
の
役
割

①
さ
わ
や
か
な
生
活　

く
み
取
り
便
所

が
水
洗
便
所
に
な
り
、
衛
生
的
で
快
適

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
街
が
き
れ
い
に　

汚
い
ド
ブ
や
溝
が

な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
な

ど
の
害
虫
の
発
生
を
防
い
で
街
を
清
潔

に
し
ま
す
。

③
川
や
海
が
き
れ
い
に　

汚
れ
た
水
が

川
や
海
な
ど
に
直
接
流
れ
込
ま
な
く
な

り
、
美
し
い
水
を
取
り
戻
し
ま
す
。

◦
下
水
道
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

　

公
共
下
水
道
に
排
水
を
流
す
場
合
は

必
ず
使
用
開
始
の
届
け
出
を
、
使
用
を

一
時
的
に
止
め
る
場
合
な
ど
は
使
用
休

止
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係　

☎
９
８
５
―
４
１
２
６

問学校教育課　☎ 985–4134 ／松前幼稚園（北黒田 966–2） ☎ 984–1456 ／古城幼稚園（筒井 1387–1）　☎ 984–2354

生きる喜びにあふれ
自分らしく輝く幼児の育成

こんな子どもに育てたい

◉申し込み方法
学校教育課に入園願を提出してください（印鑑が必要）。
入園願は町ホームページ、学校教育課、各幼稚園にあります。

◉定員　　
松前幼稚園 35 人、古城幼稚園 35 人
※定員を超える場合は抽選とします。
※現在 3、4 歳児のクラスに兄、姉がいる場合は優先します。

◉保育時間
・登園　8 時 30 分～ 9 時　　
・降園　㊊ 12 時、㊋～㊎ 14 時
※㊋～㊎は手作りのお弁当を持たせてください。
※親子で通園してください（駐車場少し有）。

◉入園資格　
町内に住所があり、在住している３歳児

（平成 22 年 4 月 2 日～ 23 年 4 月 1 日生まれ）
※ 4、5 歳児の入園希望者は学校教育課へお問い合わせく
ださい。

◉入園料と授業料
入園料 5,000 円　　授業料 6,000 円（月額）

◉受付期間　
９月2日㊊～ 17日㊋ 8 時 30 分～ 17 時15分
 （㊏・㊐、㊗は除く）

園 児 募 集
平成 26 年度 松前幼稚園・古城 幼稚園

お母さんたちと一緒に誕生会
「おめでとう」「ありがとう」親子で伝え合おう！

地域の人と触れ合って
おはようの握手うれしいな！

ドミノタワーに挑戦
友達と協力しながら…

全身で絵の具遊び
体をいっぱい動かして表現しよう！

手作り弁当いただきます
みんなで食べるとおいしいね！

よく遊び

よく考える子
たくましく

やり抜く子
やさしく

思いやりを

持った子

地籍調査成果の閲覧

　平成 24 年度に地籍調査を行った「北
黒田の一部地区」と「北川原の一部地
区」の地籍図原図と地籍簿案の閲覧を
実施します。期間内に確認し、測量や
調査上の誤りがある場合は、申し出て
ください。

日時・会場

▼「北黒田の一部地区」
　８月 30 日（金）～９月 20 日（金）　
　　…役場２階会議室

▼「北川原の一部地区」
　８月30日（金）～９月２日（月）　　
　　…北川原集会所
　９月３日（火）～９月20日（金）　　
　　…役場２階会議室

【共通事項】
　閲覧時間は９～ 17時まで。
　９月８日（日）・15日（日）を除く。

問産業課国土調査係　☎ 985―4127
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子育てのＳＯＳにお応えする会員登録制の組織です。会
員同士の相互援助を有料で行っています。

保育施設（保育所、幼稚園、放課後児童クラブなど）への
送迎、保育施設の開始前や終了後の預かり、産前産後の援
助、保護者や子どもの病気・緊急時の援助に利用できます。

まさきファミリー・サポート・センター

「ma ★ ma・ほっと」
会員募集

問まさきファミリー・サポート・センター　☎ 960-3269　
　（受付時間　平日 8 時 30 分～ 17 時　土曜日 8 時 30 分～ 12 時）

★子育ての手助けができる人（サポート会員）
20 歳以上の社会人で、子育ての援助ができる人であれば、性
別、資格の有無は問いません。下記の講習（無料）などを受
けた後、実際のサポート活動に入ってもらいます。
サポート会員養成講座
◦日時　 9月18日（水）～ 20日（金）9 時 30 分～ 16 時
◦場所　松前町総合福祉センター　２階集会室
◦内容　・子どもとのかかわり方　・小児看護の基礎知識
　　　　・サポート事業の心得、概要についてなど
◦申し込み　9月2日 （月）～17日 （火）に電話でご予約ください。
※サポート活動をするためには、本講座とは別に、月１回ほど開か
れる講座を受講したり、実習を行ったりする必要があります。

★子育ての手助けをしてほしい人（利用会員）
◦対象となる子ども　０歳から小学６年生まで
登録希望者は下記までお問い合わせください。登録後、利用
会員とサポート会員が顔合わせをして、具体的な援助方法を
話し合います。

◦日時　9 月 8 日（日）　11 時～ 16 時 30 分
◦場所   エミフル MASAKI　 グリーンコートほか
◦内容　人権マンガパネル展示や松前小の金管バンド
演奏、ダンスステージなどの各種イベントを開催予定。
問愛媛県県民環境部人権対策課　☎ 912-2455

ふれあいフェスティバル2013

●ココロつたえる　オモイつながる

◦日時　10 月 6 日（日）　14 時キックオフ
◦場所      ニンジニアスタジアム（とべ動物園横）
◦チケット　
　9 月 1 日から松前公園体育館にて販売します。
　　松山広域デー特別価格（800 ～ 1,000 円引き）　
　　　■ B 席　一般 1,000 円　小中学生　500 円
       　　■ C 席    一般      500 円　小中学生　ご招待
※アウェイ側の席になる可能性があります。
※必ず、事前に招待チケットを引換所で交換してく
ださい。
問社会教育課社会体育係   ☎ 985―4138

愛媛ＦＣ  ＶＳ  東京ヴェルディ

●松山広域デーの開催

参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ま
さ
き

▼
日
時　

10
月
17
日（
木
）９
時
〜

※
雨
天
時
は
18
日（
金
）

▼
場
所　

松
前
公
園
多
目
的
広
場
・
体

育
館

▼
種
目　

ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、

卓
球
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

※
申
し
込
み
は
１
人
１
種
目
に
限
る
。

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
す
る
昭
和
28
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
人

▼
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
書
配
布
場
所
・
申
込
先　

松
前
公
園
体
育
館
、
松
前
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公
民
館

▼
締
め
切
り　

９
月
24
日（
火
）17
時

問
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係　

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

▼
対
象
者　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
人
で
、
介
護
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

▼
手
続
き　

福
祉
用
具
の
購
入
前
や
住

宅
改
修
の
施
工
前
に
指
定
さ
れ
た
業
者

と
の
事
前
承
認
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
限
度
額
な
ど
が
あ
り
、
保
険
給

付
の
対
象
外
の
部
分
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

※
受
領
委
任
払
い
の
詳
し
い
手
続
き
な

ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
介
護
保
険
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
５

　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
、
福
祉
用
具

の
購
入
や
住
宅
改
修
を
行
う
場
合
に

は
、
利
用
者
が
一
度
費
用
の
全
額
を
支

払
い
、
そ
の
後
町
へ
申
請
を
し
て
保
険

給
付
分（
９
割
）の
支
払
い
を
受
け
る「
償

還
払
い
」を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
方
法
だ
と
、
一
時
的
に

利
用
者
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

保
険
給
付
分
を
町
か
ら
直
接
事
業
者
に

支
払
い
、
利
用
者
は
保
険
給
付
対
象
の

一
割
の
み
負
担
す
る「
受
領
委
任
払
い
」

の
方
法
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
の
福
祉
用
具
購
入
費
・
住
宅
改
修
費
の

受
領
委
任
払
い
が
利
用
で
き
ま
す

獅
子
舞
競
演
会

▼
日
時　

10
月
26
日（
土
）12
時
〜

▼
場
所　

役
場
前
特
設
舞
台

▼
資
格　

各
分
館
の
獅
子
舞
保
存
会
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
ま
た
は
電
話

で
、
住
所
、
団
体
名
、
代
表
者
名
、
電
話

番
号
を
知
ら
せ
て
申
し
込
み
。

【
共
通
事
項
】　

▼
締
め
切
り　

９
月
25
日（
水
）

▼
申
込
先　

〒
７
９
１
―
３
１
９
２　

松

前
町
大
字
筒
井
６
３
１
番
地　

社
会
教
育

課
生
涯
学
習
係　

    

☎
９
８
５
―
４
１
３
５

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
日
時　

10
月
27
日（
日
）10
時
～
16
時

▼
場
所　

松
前
公
園
体
育
館
西
側
広
場

▼
資
格　

町
内
在
住
で
個
人
か
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
出
店（
業
者
は
不
可
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
出
店
品　

家
庭
の
余
剰
品
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
、
手
づ
く
り
品
な
ど（
飲
食
物
、

動
物
は
不
可
）

▼
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名  （
グ
ル
ー
プ
は
グ
ル
ー
プ
名
と
代
表
者

名
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
み
。

ま
さ
き
文
化
祭
　
参
加
者
募
集

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
な
も
の
…
国
保
の
保
険
証
、新
し
く

加
入
し
た
職
場
の
健
康
保
険
証
、印
鑑

◦
保
険
証
交
付
前
に
病
院
へ
行
く
と
き

・
勤
務
先
な
ど
に
申
し
出
て「
健
康
保
険
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」を
年
金
事
務
所
か

ら
発
行
し
て
も
らって
く
だ
さ
い
。

・
右
記
証
明
書
の
発
行
が
間
に
合
わ
ず
受

診
す
る
と
き
は
、加
入
手
続
き
中
で
あ
る
こ

と
を
必
ず
病
院
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
医
療
保
険
係　

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
１
０
７

　

就
職
な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

す
る
と
国
保
の
資
格
は
喪
失
し
ま
す
。
職

場
の
健
康
保
険
の
保
険
証
が
届
い
て
い
な
い

間
に
、
国
保
の
保
険
証
で
受
診
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
職
場
の
健
康
保
険
が
負

担
す
べ
き
保
険
給
付
を
町
が
負
担
し
た
こ

と
に
な
る
の
で
、
町
が
立
替
え
た
分
を
受
診

者
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
町
負
担
分
を
支
払
い
後
、
そ
の
費
用
を
職

場
の
健
康
保
険
に
請
求
す
る
こ
と
は
可
能
）。

◦
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ら
…

　

国
保
資
格
喪
失
手
続（
保
険
証
の
返
還
）

気
を
つ
け
よ
う
　
国
保
資
格
喪
失
後
の
受
診

問町民課コミュニティ係   
☎ 985―4228

交通安全啓発イベント

第 5 回おたたさんで交通茶屋

　秋の全国交通安全運動（9 月 21 日～ 30 日）のイベント
として、「第５回おたたさんで交通茶屋」を開催します。

◦日時　9 月 21 日（土）
11 時～
◦場所   エミフルMASAKI
グリーンコート
◦内容　松前町交通安全
推 進 協 議 会 員 で 作 成 し
たオリジナル交通安全ポ
スターのお披露目、交通
安全グッズの配布、パト
カーや白バイの試乗
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News

ペットとの絆を結ぼう
9月20日～ 26日は「動物愛護週間」

ペットを飼うときは

＜モラルとマナー＞
　動物を飼うことは、動物の命を預かりその一
生に責任を持ち、最後まで面倒を見ることです。
飼い主は、ペットが健康で快適に暮らせるよう
に心掛けることはもちろん、他人や隣近所に迷
惑をかけないようにする義務があります。人と
ペットが共生する社会の実現には、飼い主のモ
ラルとマナーが欠かせません。

　ペットは私たちの生活に潤いと安らぎをもた
らしてくれます。ペットの存在が、家庭内の会
話を増やしたり、いたわりの心や、命を預かる
責任の重さと命の大切さを教えてくれます。ま
た時には、ペットの存在が生きていく力や明日
への希望になることもあります。人と動物は強
い絆を結ぶこともあるのです。
　しかし、その絆はただペットを飼えば生じる
ものではありません。動物との絆は、毎日きち
んと世話をし、ペットの命を守り、ペットの気
持ちになって考え、一緒に幸せになろうと努力
し実行していく過程で結ばれ、少しずつ太く強
くなっていくものです。
　強い絆で結ばれた人とペットは、思いもかけ
ない事態に襲われた時も乗り越えていけるで
しょう。どんな時もずっと一緒にいられるため
に、あなたとペットとの間に強い絆を結びま
しょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　環境省作成「人と動物の絆」より

＜迷子にさせないために＞
○迷子札を着用しましょう
※「犬鑑札」・「狂犬病予防注射済票」は愛犬へ
の装着が義務付けられています。これらは、迷
子札としての役目も果たします。
○首輪や鎖を定期的に点検しましょう
※古くなったり緩んでいたりしていると、雷や
花火などの大きな音に驚いて、首輪などが外れ
逃げてしまう場合があります。

　動物の愛護と適正な飼育について関心と理解を深めてもら
うために、動物愛護についてのパネル展示をします。

日時　　9 月 6 日（金）～ 12 日（木）（土、日は除く）
場所　　役場庁舎１階ロビー

問町民課生活環境係　☎ 985-411₇

動物愛護啓発パネル展

日時　　9 月２9 日（日）11 時～ 15 時 30 分
場所　　愛媛県動物愛護センター（松山市東川町乙 44-7）
催し物　動物愛護セレモニー、犬のしつけ方教室、アジリ
ティー（障害物走）実演、警察犬模範演技、ポニーの乗馬体
験、移動ふれあい動物園、動物相談など

問愛媛県動物愛護センター　☎ 977-9200

動物愛護フェスティバルえひめ２０１３

 

◎避難情報などをお知らせします
　9月1日から公共情報コモンズの運用が開始され、テ
レビ、ラジオやホームページなどで県内市町が発信し
た避難情報、避難所開設などの情報が確認できます。
　テレビのデータ放送は、リモコンの 「d（データ放
送）」ボタンを押すと、見ることができます。
＊NHK 松山放送局は総合テレビのデータ放送で提供

　第 2 回目は「地震はなぜ起こるのか？」です。

　地球はプレートと呼ばれる岩盤に覆われています。プ
レートは年に数センチずつ動き、プレート同士がぶつか
り合い、ゆがみが発生します。【①】
　①

    
    このゆがみが大きくなるとプレートは元に戻ろうとして
跳ね返り、地震や津波が発生します。（海洋型地震）【②】
　②

　そのとき、境目以外にも内部にひび（断層）が入る
ことがあります。このうち今後も活動の可能性がある断
層  （ 活断層）がずれを起こすと、地震が発生します。（内
陸部地震）【③】

　③

◎防災ワンポイントアドバイス

　消火は後回し！？
　

地震のときは、まず「自分の身を守る」ことに集中しま
しょう。震度６強クラスの地震になると、自分の体を守る
こともままならない状態になります。どんな環境でも、机
の下に隠れたり、頭を抱えて身をかがめるなど、けがをし
ない最大限の努力をして、最小限の被害につながるよう
に心掛けることが重要です。火の始末は地震の揺れが収
まってからでも、けががなければ十分間に合います。慌て
てコンロやストーブの火を消しに行かないようにしましょう。

　     ①まず、身を守る！            ②揺れが収まったら火元確認

自助・共助で取り組む　

わが家の災害対策講座 ～第２回～
松前の
防災力

vol. 10

危機管理係☎ 985―410₃

◎原子力防災に係る「愛媛県広域避難計画」
　本計画は、 原子力災害が発生した時にスムーズ
に避難対応ができるよう、広域避難の基本的な形を
県が示したものです。 当町には、伊方町、伊予市の
一部の住民が避難してくるようになっています。
詳しくはこちら　http://www.pref.ehime.jp/h15550/
kisyakaiken2.html

あなたに役立つ防災の情報をお届けします

防災ニュース
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●小児救急医療電話相談♯8000

　毎年 9月9日は、9（きゅう）と9（きゅう）で「救

急の日」です。この日を含む、９月８日から１４日ま

でを救急医療週間とし、全国一斉に救急医療と

救急業務に対する正しい理解と認識を深めるた

めの活動を行っています。　

そこで、今月は救急について

のポイントをお話します。

●救急車を呼ぶときは119 番通報
　救急要請で松前消防署に電話をされた場合、

救急隊へ出動指令が下るまでに時間を要するこ

とがあります。火事・救急の場合は必ず１１９番通

報をしてください。

●緊急走行中の救急車にご理解ご協力を
　救急車は、緊急走行時にサイレンを鳴らすよう

法律で義務付けられています。救急車がサイレン

を鳴らし近付いてきた場合は、道路状況に応じて

速やかに道を譲ってください。また、夜間早朝の

サイレン音についてもご理解をお願いします。

９月９日は救急の日
松前消防署☎ 984―3404

消防署
だより

●救急車到着までに応急手当と準備を
　通報を受けた通信指令室の職員が、電話口で

応急手当の方法を教える場合があります。そのと

きは落ち着いて職員の指示に従ってください。救

急車が到着するまでには約８分かかります。その

間に何もしない場合と、口頭指導に基づき手当て

した場合では、その後の容態に大きく影響するこ

とがあります。

　また、救急車が到着したらすぐに出発できるよ

う、保険証、お薬手帳やかかりつけ医の診察カー

ドなど、必要な物の準備をしてください。

●自家用車で病院に行くときは、救急車を
追従しない　

　救急車が出発するとき、家族が救急車に同乗

する場合と、家族だけ自家用車で病院へ向かう

場合とがあると思います。自家用車で病院へ向か

う場合、救急車のすぐ後ろを追従すると危険で

す。交通ルールを守って、落ち着いて病院へ向か

ってください。

　夜間に子どもの体調がすぐれないときや
けがなどで心配なときは、小児救急医療電
話相談♯ 8000 を利用してください。19 時～
翌朝８時の間、医師や看護師などが応急処
置の方法などについてアドバイスをします。

●えひめ医療情報ネット
　症状は軽いが、どの病院に行けばいいか
わからない場合は、「えひめ医療情報ネット」
で検索してください。県内の夜間・休日の
当番医の案内や病院、診療所の診療科目や
周辺地図の情報提供をしています。

―救急車を呼ぶほどではないが、心配なときに―
夜間・休日

Information

問
題
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

（
予
約
不
要
、
無
料
、
秘
密
厳
守
）

▼
日
時　

９
月
９
日（
月
）～
13
日（
金
）

８
時
30
分
〜
19
時
、
９
月
14
日（
土
）・

15
日（
日
）　

10
時
～
17
時

▼
電
話
番
号　

０
５
７
０
―
０
０
３
―

１
１
０（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）※
一
部
の
Ｉ

Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

▼
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼
相
談
内
容　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
差
別
的
扱
い
、
相
続
や
扶
養

問
松
山
地
方
法
務
局　

☎
９
３
２
―
０
８
８
８

▼
１
等
　
３
億
３
０
０
０
万
円
×
13
本

▼
前
後
賞
各
　
３
０
０
０
万
円
×
26
本

※
１
等
・
前
後
賞
各
共
に
、
発
売
総
額

３
９
０
億
円（
13
ユ
ニ
ッ
ト
）の
場
合

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
財
政
課
財
政
係

    

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

▼
発
売
期
間
　
９
月
20
日（
金
）
～
10

月
11
日（
金
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談

相 

談

◦ 9 月の納税◦

納期限は 9 月 30 日月
◎納期限内にお納めください◎

人のうごき
（Ｈ 25.7.31 現在）

区分 人口 前月比

男 14,848  － 9

女 16,361  － 4

合計 31,209  － 13

世帯 13,038  ＋ 8

口座振替は 9 月 25 日水

国民健康保険税（普通徴収）　　　   第 3 期

消費力アップ通信 インターネットを理解し、
有害情報から未成年を守ろう！

▽ 消費生活相談窓口 （ 産業課内 ） ☎ 985-4120
毎週火曜日は専門の相談員が対応します。

▽ 消費者ホットライン ☎ 0570-064-370　 ▽ 伊予警察署 ☎ 982-0110  

【注意するポイント】
○　発達段階に応じてインターネットを利用させましょう。初めは保護者
　と一緒に利用しながら、慣れていきましょう。
○　利用目的を決め、有害情報や個人情報に対する危機意識を持たせまし
　ょう。ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキング・サービス）などで、人の
　悪口の書き込みやメールでの誹謗中傷やいじめ、個人情報の流出、性的
　被害などのトラブルが発生しています。
○　携帯電話は購入時に未成年者が利用することを伝え、フィルタリング
　を活用しましょう。スマートフォンは、フィルタリングアプリや機能制
　限アプリをインストールしましょう。ゲーム機やパソコン、タブレット
　端末、携帯音楽プレーヤーなどの場合は、閲覧制限や課金制限などがで
　きるペアレンタルコントロール機能を利用しましょう。
○　親子で話し合って家庭のルールを作り、利用状況も確認しましょう。
　トラブルがあったときは、すぐに保護者に相談するように話しておきましょう。

募 

集

▼
日
時　

10
月
20
日（
日
）　

10
時
～

▼
場
所　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

【
投
句
募
集
】

▼
投
句
期
間　

９
月
１
日（
日
）
～
30

日（
月
）

▼
投
句
場
所　

東
・
西
・
北
公
民
館

問
俳
句
部
理
事　

白
石　

浩
輔　
　
　

　

☎
９
８
４
―
９
０
９
１

▼
自
衛
官
募
集　

防
衛
大
学
校
学
生

（
一
般
前
期
）、防
衛
医
科
大
学
校
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

▼
受
付
期
間　

９
月
５
日（
木
）
～
9

月
30
日（
月
）

▼
応
募
資
格
　
高
卒（
卒
業
見
込
み
含

む
）で
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

問
自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所　
　
　
　

☎
９
４
７
―
３
０
４
０

第
34
回
町
民
俳
句
大
会

自
衛
官

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

お
知
ら
せ
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公共施設か　らのお便り

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
︱
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
︱
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

今
ま
で
ロ
ビ
ー
に
置
い
て
あ
っ
た
ベ
ン
チ
（
地
域

の
方
か
ら
の
寄
贈
）
を
玄
関
に
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
と
言
う
も
の
、
皆
さ
ん
ち
ょ
っ
と
座
っ
て
の
休
憩

に
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
の
語
ら
い
に
と
自
由
に
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
彩
り
を
添

え
て
い
る
の
が
松
前
町
配
布
の
ひ
ま
わ
り
、
民
生
委
員

か
ら
の
お
花
（
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
75
歳
以
上

の
独
居
老
人
に
配
布
）、
前
管
理
人
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
花
の
数
々
。

折
し
も
、
軒
先
で
は
ツ
バ
メ
が
残
し
た
空
の
巣
に

ス
ズ
メ
が
せ
っ
せ
と
巣
作
り
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

「
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
」
は
玄
関
先
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
皆
さ
ん
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
笑
顔

と
咲
顔
い
っ
ぱ
い
の
北
公
民
館
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

北
小
放
課
後

子
ど
も
教
室

笑
顔
・
咲え

顔が
お

い
っ
ぱ
い

の
北
公
民
館

　

６
月
28
日
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
講
式
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
地
域
の
人
の
支
援
を
得
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
い
、
子
ど
も
の
安
全

な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

7
月
５
日
の
学
習
「
夏
の
生
き
物
の
観
察
」
で
は
、

31
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
田
ん
ぼ
、
池
な
ど
か
ら
採
っ
て
き
た
カ
ブ
ト
エ
ビ
や

ド
ン
コ
、
こ
う
も
り
な
ど
の
生
き
物
に
、
直
接
触
れ
て

大
騒
ぎ
し
な
が
ら
、
観
察
を
し
ま
し
た
。

　

来
年
3
月
ま
で
、
全
27
回
の
学
習
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
た
こ
作
り
、
お
む
す
び
や
お
や
つ
作
り
、

伊
予
万
歳
を
踊
ろ
う
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
目
に
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

7
月
20
・
21
の
両
日
、
石
鎚
山
の
麓
、
旧
高
峰
小
学

校
跡
の「
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
」で
愛
護
部
主
催
の
恒
例

の
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
、
保
護
者
、

役
員
合
わ
せ
て
総
勢
78
名
の
参
加
で
す
。

　

全
体
を
10
班
に
分
け
、
中
学
生
の
班
長
を
中
心
に
清

流
の
せ
せ
ら
ぎ
で
の
川
遊
び
、カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
作
り
、

肝
試
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

帰
る
途
中
、
西
条
の「
鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
」へ
寄
り
ま

し
た
。
本
物
の
０
系
新
幹
線
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。「
ま

た
来
年
も
絶
対
参
加
し
ま
す
」
と
力
強
く
言
っ
て
別
れ

た
中
学
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

愛
護
部
役
員
、
保
護
者
を
は
じ
め
お
世
話
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
護
部
キ
ャ
ン
プ

～
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
～

包
括支援

松
前
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

筒
井
７
１
０

－

１

☎
９
８
５

－

４
２
０
５

笑
い
の
効
果
と
長
寿

　
「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」
と
い
い
ま
す
が
、
笑
い
は

「
健
康
・
長
寿
の
特
効
薬
」
と
し
て
医
学
界
で
も
そ
の

健
康
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
笑
い
を

生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
笑
い
の
効
果
】

①
脳
の
働
き
が
活
性
化
…
記
憶
力
が
向
上
す
る
な
ど
、

脳
の
働
き
が
活
発
に
な
る
。

②
血
行
促
進
…
血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
り
免
疫
機
能
を

高
め
る
。

③
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
う
…
副
交
感
神
経
が
優

位
に
な
り
、
緊
張
が
と
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

④
筋
力
向
上
…
腹
筋
・
横
隔
膜
な
ど
の
筋
力
が
使
わ
れ
、

新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
る
。

⑤
幸
福
感
と
鎮
痛
作
用
…
幸
福
感
を
も
た
ら
す
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
る
。ま
た
鎮
痛
作
用
で
痛
み
が
軽
減
す
る
。

【
笑
い
の
レ
ッ
ス
ン
】

▼
朝
起
き
て
顔
を
洗
っ
た
ら
、
鏡
の
前
で
笑
っ
て
み
ま

し
ょ
う
…
鏡
の
前
で
口
角
を
あ
げ
て
ニ
コ
ッ
と
笑
い
か

け
て
み
る
。

▼
顔
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
…
口
や
目
を
大
き
く
開

い
た
り
、
ゆ
が
め
て
み
た
り
、
発
声
練
習
を
し
て
表
情

筋
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
目
で
笑
い
ま
し
ょ
う
…
う
れ
し
い
時
は
目
で
笑
い
ま

す
。
頬
の
筋
肉
を
使
っ
て
笑
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

図
書館

松
前
町
ふ
る
さ
と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

筒
井
６
３
３

☎
９
８
５

－

４
１
４
０

泣き童子
宮部みゆき 著 / 文藝春秋

僕のつくった怪物
乙一 著 / 集英社

父親を亡くした兄弟・アールとグレ
イは、不思議な世界『アークノア』に
迷いこんだ。そして２人は世界を破
壊するべく現れた、恐ろしい怪物と
出会う。

らくごで笑学校            
斉藤洋 作 / 陣崎草子 絵 / 偕成社

「らくご」といえば、これはもう、お
もしろくって、おちのある話のこと。
おかしな笑学校のお話。

あーん
下田昌克 絵 / 谷川俊太郎 文
/ クレヨンハウス

「あーん」と「ぷーん」で毎日生きる
あかちゃんへ！　谷川俊太郎さんの

「あかちゃんから絵本」シリーズ。

江戸神田にある叔父の三島屋へ行
儀 見習いとして身を寄せるおちか
は、叔父の提案で百物語を聞き集
める。

絵本

一般書 一般書

児童書

9
月
の
新
刊

◆
謀
る
理
兵
衛
／
松
本　

薫

◆
三
姉
妹
、
舞
踏
会
へ
の
招
待
／
赤
川　

次
郎

◆
悲
惨
伝
／
西
尾　

維
新

◆
高
校
入
試
／
湊　

か
な
え

◆
お
ど
ろ
き
の
ス
ズ
メ
バ
チ
／
井
上　

ひ
さ
し

◆
少
年
口
伝
隊
一
九
四
五
／
奥
田　

英
朗

◆
ぼ
く
は
こ
こ
に
い
る
／
ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

◆
ギ
モ
ン
か
い
け
つ
！
天
達
さ
ん
の
お
天
気
教
室

／
天
達　

武
史

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

日時　　9 月 28 日㊏　11時
場所　　文化センター２階

絵本や紙しばい、パネルシアターなど
を使って毎回楽しいおはなしをします。
皆さん、ぜひ来てみてください。

9 月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　9 月 30 日㊊

おはなしかい
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Smile &  Smile       

頑張る子どもたちを紹介します

Boys&Girls,Be Ambitious!

岡田小学校 4 年生の菊池戒くん。剣道を頑張る
男の子です。本年 5月に行われた第 30 回伊予地区
少年剣道錬成大会 4 年生の部では、見事優勝を果
たしました。

剣道を始めたのは１年生のとき。「兄ちゃんが小
さいころからしていて、自分もやりたいと思った」と
戒くん。始めたときから、練習を休んだことはほと
んどありません。家でも、2 番目の兄利久くん（小 6）
と一緒に、毎日素振りを150 回行っています。「しん
どいところもあるけれど、楽しい。やめたいと思っ
たことはない」と力強く話す戒くん。その瞳に迷い
はなく、常に前を見据えています。

今の戒くんの目標は「たくさん勝ち抜くこと」。ま
ずは、一昨年度、昨年度 3 位に終わった松前町剣
道錬成大会での優勝を目指します。

剣道で培われた「たゆまぬ努力」と「強靭な精神
力」で、今日も戒くんは前進し続けます。得意の「小
手」を放ち、「面」を打って隙の見える相手に一本。
そして、勝利の笑みを浮かべる―。今からその姿が
目に浮かびます。

剣道で高みを目指す

菊池　戒 くん  岡田小 4 年・上高柳
Kikuchi  Kai

おうちで給食

中華スープ
recipe

55

１歳です。よろしくね

◦ 材料 ◦　（4 人分）

豚肉もも………………50ｇ
干ししいたけ……………1枚
うずら 卵 ………………8 個
緑 豆はるさめ…………25g
ニン ジ ン………………30g
たけのこ水煮…………40g
葉 ネ ギ …………………40g
塩……………………1つまみ
こしょう………………少々
薄口しょうゆ……大さじ1/2
濃口しょうゆ……小さじ1/2
ごま油…………………少々
中華スープの素…………5g
酒 ………………… 小 さじ 1
水 ………………………550g

◦ 作り方 ◦

2 しいたけは、水でもどす。

3 ニンジン、たけのこ、2 のしいたけ、豚肉は
せん切りに、ネギは小口切りにする。

4 緑豆はるさめは、さっとゆでて 7 ～ 8cm に
切る。

茂
しげ

川
かわ

　蒼
あお

唯
い

 くん

北川原
平成 24 年 9 月 20 日生

（父）尚也さん　（母）藍さん

笑顔が素敵な蒼くん。
夢いっぱいに育ってネ。

背景が明るい横長の写真（デジタルデータも可）を持参してください。　         ＊先着 6 人です。
募集期間　9 月 2 日㊊～ 9 月 17 日㊋ 　   ▼総務課広報情報係　☎ 985-4132

11 月に１歳になるお子さん募集

白
しら

石
いし

　真
ま

美
み

子
こ

 ちゃん

神崎
平成 24 年 9 月 11 日生

（父）超洋さん　（母）芳江さん

家族の宝物です。姉ちゃんに
負けずに大きく育ってね。

松
まつ

田
だ

　唯
ゆい

 ちゃん

浜
平成 24 年 9 月 10 日生

（父）拓郎さん（母）美香子さん

すくすく元気に育ってね。毎日
楽しく過ごせますように！

平
ひら

野
の

　結
ゆう

姫
ひ

 ちゃん

筒井
平成 24 年 9 月 26 日生

（父）一也さん　（母）ひかりさん

結姫の笑顔で家族みんな幸
せになれるよ♡ ありがとう♡

中
なか

野
の

　新
にい

花
な

 ちゃん

筒井
平成 24 年 9 月 18 日生

（父）智已さん　（母）さおりさん

優しい女の子になってね♡ お
兄ちゃん達と仲良くしてね！

吉
よし

岡
おか

　ひなた ちゃん

昌農内
平成 24 年 9 月 24 日生

（父）和樹さん（母）茉由さん

毎日元気なひなちゃん！　元
気にすくすく育ってね！

6 5 にＡの調味料を加え、仕上げにネギを散らす。

５
Ｂでスープをとり、豚肉、ニンジン、たけの
こを入れて加熱し、野菜が柔らかくなったら、
ネギ以外の材料を加え、一煮立ちさせる。

うずら卵をゆでて、殻をむく。1

 

 

A

B

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439

100

　国近川の大規模な改修工事は昭和 39（1964）年に開始。
昭和 44（1969）年に完成し、流路の大幅な付け替えが
行われた。玉生神社の西あたりで “ く ” の字形に大きく
南に迂回していた川筋は、現在の国近川橋・四日市橋か
らまっすぐ塩屋海岸へ向かう。長尾谷橋を渡って県道
214 号八倉松前線との交差点（松前駅と新立橋との間）ま
では、用意されていた国道 56 号線バイパス（現県道 326
号松山松前伊予線）が直線コースとなり、岡田小学校の
前を通って出合橋へとつながった。警察学校が土橋から
移転してきたのもこの頃（昭和 38 年）だった。秋祭りに
は、本村や新立の神輿の巡行で人があふれたというレン
コン畑のあった風景は一変したが、“ 筒井の深井戸 ”、“ 耕
地整理記念碑 “ が県道沿いにある。
　地番の変更があった。筒井 1 番地がある小字八

よう

ケ
か

市
いち

は、
一
いち

水
みな

口
くち

、二
に

反
たん

地
じ

、角
すみ

田
だ

が周辺で混在しているが、“ 千石 ”
を境に “仕

し

出
だし

”、“ 殿町 “、” 本町 “、” 二の丸 “、” 外側 “ な
ど城下町を偲ばせる地名が多くなる。しかも、八ケ市の
耕地番号には＜ 1 から３、40 の 2、41 の 2 から 45（42
から 44 は欠番）、49 の 2、50 の 2、52 の 2 ＞しか見当
たらないし、小字 ” 四日市 “ がなく、” 八ケ市 ” なのも
興味深い。

筒井１番地を訪ねるⅡ

9 月 28 日（土）の歴史散歩は、中川原です。8 時 30 分、
松前庁舎南駐車場を出発。現地（中川原公民館）集合も歓迎。

₁面河ダムの水が東レへ（埋
設管）
　この辺に国近川の水路があっ
た
₂耕地整理記念碑
　国近川はまっすぐ塩屋海岸へ。
多くの良田が整備された

₁

₂
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全
国
に
は
ば
た
い
て
い
く
松

前
の
選
手
た
ち
︒
私
は﹁
全
国
の

舞
台
に
立
つ
﹂と
い
う
こ
と
は
で

き
な
さ
そ
う
で
す
が
︑﹁
全
国
の

舞
台
に
立
つ
彼
ら
の
︑
応
援
を

す
る
﹂こ
と
は
で
き
ま
す
︒
き
っ

と
み
な
さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

い
つ
か
松
前
出
身
の
彼
ら
が
︑

日
本
中
の
人
が
知
っ
て
い
る
有

名
人
に
な
っ
た
と
き
︑み
ん
な
で

﹁
昔
か
ら
応
援
し
よ
っ
た
ん
よ
﹂

と
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
と
い

い
で
す
ね
︒                     ︵
松
田
︶

　

も
わ
っ
と
熱
気
が
閉
じ
込

め
ら
れ
た
体
育
館
︒
そ
の
中

で
︑
仲
間
と
汗
を
流
し
な
が

ら
走
り
続
け
る
ー
︒
10
年
前

は
当
た
り
前
だ
っ
た
は
ず
の

光
景
︒
今
で
は
﹁
懐
か
し
い

な
﹂
と
思
い
な
が
ら
︑
カ
メ
ラ

を
構
え
て
い
ま
し
た
︒

　

し
ん
ど
く
て
嫌
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
︑
そ
の

と
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今

の
私
が
あ
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
︒
何
か
に
打
ち
込
め
る

も
の
が
あ
る
こ
と
は
素
敵
だ

な
と
︑
改
め
て
感
じ
た
取
材

で
し
た
︒               ︵
久
保
︶

ってこーわい

　　ってこーわい
行

会 No. 60

「加納海産のちりめん」
食塩だけで加工
今がおいしいちりめんをあなたへ

２

　今がおいしい 「ちりめん」や「釜上げ」 。ちりめん
は、豆腐の上に乗せたり、炊き込みご飯の中に
混ぜたり―。釜上げは、卵とネギと一緒にごはん
に乗せてしらす丼に―。食事のメニューの幅も広
がるちりめんや釜上げが、今日もずらりとまさき村

（エミフルMASAKI内）の売り場に並んでいます。
　「甘塩だけで加工している。お腹のところが少
し赤くても、それが魚自体の質」と話すのは、（有）
加納海産＝北黒田＝の大塚千惠香社長です。食
塩以外の添加物を入れていない分、夏は20日ほ
ど、冬でも1カ月ほどしかもちません。でも、その
分消費者の皆さんへ安全で安心なものを届けた
いという思いが、加納海産のちりめんなどには詰
まっています。
　最近では「毎年とれ高が少なくなっている」と
苦労を話す大塚社長ー。そんなときだからこそ、
あなたも今日の食卓で味わってみませんか？　

「人それぞれで好みの食べ方があると思うけど、
私のおすすめは、やっぱりこのまま食べること。
ご飯の上に乗せて食べただけで十分」と大塚社
長は笑顔で話します。
　あなたの家の食卓を、さらに飾ってくれること
間違いありません。　

１

１ .　 ち り め ん を 手 に
笑顔を見せる大塚社長
２.　ちりめんや釜上げ
以外にも、少し形が大き
い「カエリ」や「小羽」
なども販売されている

２

１

広報まさきに有料広告を載せませんか？

問総務課広報情報係　☎985-4132

広報まさきに掲載する有料広告を募集しています。希望者
は、町ホームページをご覧になるかお問い合わせください。
❖広告掲載枠　
広報まさきの裏表紙
（下欄3枠、１枠の大きさ＝縦40ミリ×横60ミリ、フルカラー） 

❖配布状況　
毎月1日発行。発行部数1万1500部。町内全世帯へ配布
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１枠、１月当たり2万円


